
（合併後） （推計値）

参考：加賀市の高齢者・介護の現状（施設入所者は除く） (H23)

合　計 18689人 2450人 1199人 562人

まち中みんなで　　　　　　　支えていこう！
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一人暮らし高齢者の推移 （施設入居者は除く） 



○高齢者の生活実態調査

＜65歳以上市民税非課税世帯4931人対象；回収率49％＞（H22実施）
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「支援したいと思うが、自分の事で精一杯」 

「多少の支援はできる」 

「よくわからない」 

「支援をためらう」 

「福祉サービスを利用すれば良い」 

「できるだけ支援したい」 

その他 



　○　高齢者の声　（H23年度・市調査による）

・年金から引かれる金額が多くて困っています。　（７０代）

・低所得で入居できる住まいを・・・（８０代）

・一人暮らしで、家にこもりがち～横のつながりがほしい。（無回答）

・年金生活なので医者にかかれない。　　　　　（７０代）

・年金だけで医者通いばかりで家賃も遅れます。　　　　　（７０代）

・持ち家は税金が高くて年寄りでは大変…元気なときは良かったけど。（７０代）

・今のこどもは、金があれば見てくれるけど、無いと冷たい。　（７０代）

・年金がもらえないので、働いています。働けなくなったら、どうしよう。（７０代）

・福祉・・たくさんあり、よくわかりません。窓口を１つにしてください。（７０代）

・リサイクル･不燃物などの指定場所にもって行かれない。　　（７０代）

・７０才でも１日２～３時間、働ける場所がほしい。　　　（７０代）

・国民年金での生活は困難、水道料や固定資産税の値上げ、どうやって生活して
いけというのか！一人暮らし高齢者宅の家庭訪問を時々行い意見を聞くべきであ
る　　（７０才）

・交通バスが無いので生活が困る。　　　　　（７０代）

・介護保険料や国民保険税が高すぎる。　　　　(６０代後半）

・老人より、若い人達に仕事をする場を望みます。もう私達には、望みはありま
せん。　　　　　　　　(６０代後半）

・地域内にﾈｯﾄﾜｰｸづくりが必要。但し老人を子供扱いするような低俗さは不要で
す。　　　（７０代）

・市の方、真剣に物事を論じてほしい。いわいる箱物、みな、将来、国民への負
担になっていくものです。　　　　（７０代）

･昨年、主人を亡くし、一人暮らし…車の運転ができない者にとって、不便を感じ
ています。　　　（７０代）

・病院ヘ行く時や、生活用品を買いに行く時など、タクシーを使っています。こ
れが一番負担になります。　　　（７０代）

・物があふれる時代の幸せな子供を見るたびに、今からが大変だと思う…果たし
て乗り越えられるか心配です。　　　（８０代）

・今の時代、子供はいても、自分達の生活がやっとで、親の金銭的助けは、大変
難しいとおもいます。　　　（６０代後半）



　○　高齢者世帯が、困っていること

一、移動手段が無い ⇒

＜安価なバスがほしい＞

一、生活費 ⇒

介護用品支援事業の拡充

一、地域参加の機会が少ない。⇒

一、近くに交流できる場がない。⇒

一、隣近所との付合いが減った⇒ 高齢者ネットワークの再構築を行う。

一、血縁の希薄。 ⇒

高齢社会の加賀市には、
公的サービスと共に、
同じまちに住む「市民同士の助け合い」が
とても必要です。

(討議資料）

「地域おたっしゃサークル」（見守
り支え合いの場）を各地に増やす。

「地域包括支援センター」以外に
も、歩いて行ける範囲の「介護相談
窓口」等の拡充を進める。

≪　考えられる解決策　≫

住　　　所 77-7839
72-1111加賀市大聖寺南町二41

加賀市山代温泉14の67

室谷 ひろゆき 議会報告
市役所議員室

予算をやりくりしてでも、小型巡回
バスを各地に運行することが必要と
考えます。

年金だけで暮らしていけない方々へ
の相談拡充

※　これまでの、議会だよりやホームページは、インターネットにて、
「室谷ひろゆき」で検索すればご覧になれます。

各地の公共施設を気軽に立ち寄れる
ように開放し、『閉じこもり』等を
予防する。

２０１２年 

３月号 




